第７回チャレンジドフォーラムinＳＡＧＡ＜佐賀＞事業報告書

日本財団会長　笹川陽平　様　　　
報告日時　　２０１０年１２月２０日

　　　　　　　　　　　　　　　事業ＩＤ　　２０１０７８４３１４
　　　　　　　　　　　　　　　事業名　　　障害者や難病患者の地域生活を推進するための
フォーラムの開催

団体名　　　チャレンジドフォーラムイン佐賀　実行委員会
代表者名　　代表　福市繁幸
電　話　　　０９５２－３３－３９５３

ＦＡＸ　　　０９５２－３３－３９５３

事業完了日　２０１０年１１月１３日
	事業費総額　　　１，１５５，４８６円

	自己負担額　　　　　５９５，４８６円（参加者負担金等）

	助成金額　　　　　　５６０，０００円


 事業内容　　障害者・難病患者等の地域生活を支えるフォーラムの実施
　　（障害者や難病患者等にとっても住み良いまちにするための公開討論会）

１　趣旨及び目的

　　　　　障害の種別に関係なくチャレンジドの地域生活を支えるために、どのような支援体制が必要なのか、財源は大丈夫なのか、施設から地域への流れをどう作っていくのか等についての討論により、関係者への情報提供を実施するとともに、世論を喚起し、一人でも多くの国民にその必要な施策について共通認識を得るようにすること。

          なお、今年のフォーラムは、「安心」をキーワードに、制度設計、拠点、財源等について議論をし、二度もながれてしまった障害者自立支援法改正案のゆくえについて中央でのやりとりが少しでも現場に伝わるようにすること。
２　主催及び共催

主催　　チャレンジドフォーラムinSAGA実行委員会、佐賀の福祉を進めるネットワーク

佐賀県地域生活支援ネットワーク、全国地域生活支援ネットワーク

３　後援等

　厚生労働省、佐賀県、佐賀県教育委員会、佐賀県市長会、佐賀県町村会、佐賀県社会福祉協議会

　佐賀市、唐津市、朝日新聞社、毎日新聞社、西日本新聞社、佐賀新聞社、読売新聞佐賀支局
STSサガテレビ、NHK佐賀放送局            

４　助成　　日本財団１００万円　　
５　会期　　平成２２年＜2010＞１１月１３日（土）　１日間

６　会場及び所在地　
１１月１３日　メートプラザ佐賀　佐賀市兵庫町大字藤木１００６番地１
TEL　０９５２－３３―０００３
７　参加対象　　施設・作業所・グループホーム・ヘルパー派遣事業所職員、民生児童委員

　　　　　　　　障害者相談員、関係団体職員、一般、社会福祉協議会職員・官公庁職員他　　　　　

８　対象地域　　全国

９  事務局・参加申し込み先・問い合わせ先

　    （福）スプリングひびき　障害者介護支援センター響　　（事務局担当　山口・横尾）

　　　　　　　〒849-0917 佐賀市高木瀬町大字長瀬１９６－３
              TEL０９５２－３２－７２３７　FAX０９５２－９７－９１７５
10　負担金
　一般　２，０００円　

　　　　学生　　資料あり１，０００円　　資料なし無料  

11　参加者数　２６０名参加
12　日　程　　第７回　チャレンジドフォーラムinＳＡＧＡ＜佐賀＞　プログラム
平成２２年１１月１３日（土）～障碍者の「地域で生きる」を考える～佐賀市メートプラザホール
	  時　刻
	ねらい
	内　　容

	9：30～

16：00


	映画祭ＰＲ
授産品販売


	バリアフリーさが映画祭 2010プレイベントビデオの放映　２階大会議室

チャレンジドリボン(ピンバッジ・携帯ストラップ)　１階

佐賀市障がい者ふくしネット授産品販売会（カレー、おにぎり・ちくわ・天ぷら・漬け物、かりんとう・せんべい、パン、シュークリーム、クッキー・マドレーヌ、小物、プルーン、黒糖等）　１階ロビー　
※食事はホール、教養室、大会議室、研修室でできます。ロビーでの食事は不可。

	10：30～10：55

<25分>
	フォーラムの趣旨告知
	フォーラム主催者挨拶　藤木卓一郎

開催地挨拶　佐賀市長

来賓挨拶　全国肢体不自由児・者父母の会連合会会長　清水誠一

佐賀県歯科医師会長　寺尾隆治

	11:00　　　　～12:30

<90分>
	障碍者の地域生活に必要なもの。

総合相談窓口の有効性と必要性を模索
	１  地域での生活を支えるために必要なこれまでの議論とこれからの議論　

～相談支援と地域移行～
＜進行＞竹端　寛　山梨学院大学政治行政学科准教授
稲葉好晴  厚生労働省障害福祉課地域移行・障害児支援室 室長補佐

中島秀夫　滋賀県自立支援協議会事務局長
尾上浩二　DPI日本会議事務局長

	<30分>
	
	休憩　　※授産の軽食購入に御協力ください。

	13:00　　　　～14:10

<70分>
	安心社会に必要な政治・財政の方向性
	２「第三の道（貯金しなくても安心な社会）」へ財政の眼を向けられるのか　
＜進行＞富吉賢太郎　佐賀新聞論説委員長
大串ひろし　衆議院議員　前財務大臣政務官、民主党政務調査会副会長
福岡たかまろ　参議院議員　自由民主党シャドウキャビネット（影の内閣）

厚生労働副大臣

	<30分>
	
	休憩　　※授産の軽食購入に御協力ください。

	14:40～16：00

<80分>
	二度ながれた自立支援法の改正とローカルに残る問題、通学・移動支援の改善策を模索
	３　障害者自立支援法のゆくえ                                       　

～現場を知り尽くし、動かす人たちの貴重なおはなし～

家賃補助、相談支援強化、児童の預かり制度充実、障害の範囲、利用者負担、権利擁護、就労、教育そしてローカルな話（スクールバス、移動）について

＜進行＞牛谷正人　佐賀県特別アドバイザー

三宅雪子　衆議院議員、厚生労働委員会委員、民主党障がい者政策ＰＴメンバー
衛藤晟一　参議院議員、参議院予算委員会筆頭理事、厚生労働委員会委員

	<10分>
	
	休憩

	16:10～17:30

<80分>
	安心、そしてその拠点について
	４　障碍者や高齢者にやさしいまちづくり　　　　　　　　　　　　　　　
～熊本県営健軍団地の取り組み等からみえてくるもの～

＜進行＞田中正博　全国地域生活支援ネットワーク代表

潮谷義子　前熊本県知事、長崎国際大学学長

古川　康　佐賀県知事

	交流会参加者は会場に移動

	18:30　

～20:30
	和食処おおしま　　　負担金５，０００円　　
佐賀駅北口　〒840-0801佐賀県佐賀市駅前中央1-13-30　　ＴＥＬ：0952-31-4925


事業目標の達成状況　　

１　目的「障碍のある人が少しでも希望をもって生きることのできる明るい日本、そしてすべての人たちがフレンドリーな社会を築くこと」について
　
　プログラムの中に、詳細な制度設計の考え方、政治家の社会保障・財源に対する考え方、当面必要な障害者自立支援法改正案の成立の見込み、そして、県を代表する知事の障害者福祉・教育への思いを組み込み「安心」をキーワードに議論していただくことによって、議論のなかから、受講生それぞれの受け取り方により将来への「安心」「希望」を感じてもらうことができました。

　　また、会場内のスペースを利用して障害者がつくった授産品販売コーナーを設けたことにより、休み時間ごとに活気のあるやりとりが行われ、障害者の賃金に直結する売り上げも今までにないものとなったとの報告を受けました。また、バリアフリー映画祭のPRを行うことにより、同じ空間で全ての人たちが楽しめることの意味合いを情報提供することができました。これらの取り組みでフレンドリーな社会を築くことのすばらしさに少しふれてもらうことができたと考えています。
２　目標「①障害者の地域生活の支援策を探り認識を深めること。②支援制度が遅れがちな難病患者のよりよい地域生活を支える方策をさぐること。③障害者制度のあるべき方向性、障害者が生き生きと暮らせる社会の実現。④佐賀県が全国に先駆けて設定する「障害者月間」を大きなイベントに育て、障害者理解を促進するための大会とすること」について
　①プログラム１の地域での生活を支えるために必要なこれまでの議論とこれからの議論　

～相談支援と地域移行～において、制度設計に関わる講師による詳細なやりとりをきくことができました。
②難病関係については、改正法の成立に向けた議論に集中したことにより、今回のプログラムには特に入れなかったが、改正法の成立を受け、３年後の全面改正に向けて今後取り組みを強化する予定です。
　③障害者制度のあるべき方向性、障害者が生き生きと暮らせる社会の実現については、全プログラムで取り組みました。
　④障害者理解の推進については１で述べたとおりです。
事業成果　　

　事業の成果については、事業目標の達成状況に詳細に記載したとおりですが、最も大

きな成果は、日本財団の支援により、時宜を得た講師を招聘し、かつ、負担金を安くする
ことができました。チャレンジドフォーラムでは初めて２０００円で取り組みましたので、

参加者にとっても、参加しやすいフォーラムになったことと思っています。
　また、今回は４００名収容の佐賀市にあるメートプラザホールを利用して実施したこと

から、会場全体ににぎわいを感じるフォーラムとすることができました。そのことにより、
講師にも張り合いが生まれたようでした。

加えて、参加者からフォーラムに参加して、政治家として参加している方々も含め一生

懸命に障碍福祉の将来について語る場面に接することで「安心」を感じることができましたと声をかけていただきました。参加された多くの方々が満足されたものと考えています。
「どんなに重い障碍、難病であっても地域で普通に暮らしたい」をキャッチコピーに７年間実施してきたフォーラムの意義を周知し、その方向感が新政権となった国の政策と照らし合わせても間違いではなかったことを再確認することができました。
　折しも、１２月３日待望の改正障害者自立支援法が成立し、現場として基礎固めができるようになりました。フォーラムを開催し、現場の声を伝え続けて本当によかったと思えた出来事でした。

　今後とも障害の区別なく取り組むこのフォーラムを継続することにより「真に安心して
生活できる社会」の実現に微力ながら寄与していきたいと考えています。









